
 

財務会計システム」から直接利用で

きる。ちなみに、同システムでは、

税制改正時にインターネットを利用

してソフトウエアの自動更新ができ

るので、改正ソフトがすばやく入手

できるのもポイントだ。 
 
平成１９年度のｅ－ＴＡＸ利用件

数が５７０万件を超えた。かなりの

数の税理士事

務所が電子申

告を導入して

いる計算にな

る。電子申告

は、既に税理士事務所にとって必須

のツールになりつつあるようだ。 
「電子申告・申請ソリュ－ショ

ン」では、同システムに「ｅ－ＰＡ

Ｐ電子申告システム」を無料で標準

装備する。同システムは、電子申告

にｅ－ＴＡＸソフトが不要なＡＰＩ

方式が採用されており、税務申告書

や決算書データに電子署名を付与、

電子申告することが簡単にできる。 
また、同システム」はＸＢＲＬ規

格にほぼ準拠した科目体系を備えて 
 

大きなビジネス環境変化
にも途方にくれない。 
 

注
目 エッサムの新財務会計システム 

税理士事務所専用の会計システム

が企業用のシステムと異なる点は、

顧客である複数の企業の会計処理を

こなさなければならないことだ。企

業の業種や規模などが異なれば会計

処理の方法や手段、時期は異なる。 
したがって、税理士事務所にはそ

の全てに応えることのできる懐の広

い会計システムが必要になる。ま

た、個人情報

保護法やＪＳ

ＯＸ法施行に

伴い、企業情

報を預かる税 
理士事務所にとって情報保護も重要

なテーマだ。 
エッサムの「ｅ－ＰＡＰ財務会計

システム」は、そのような税理士事

務所の会計処理に特化した会計シス

テムになっている。 
エッサムが同システムの開発コン

セプトとして掲げた「５つのＵＰ（

アップ）」は、税理士事務所の「業

務効率」「仕事の精度」「仕事の価値

」「顧問先サービス」「セキュリティ

」向上を目的とするものだ。 
 そして、その５つのＵＰを実現す

るため、「税理士事務所業務ソリュ

ーション」「顧問先企業連携ソリュ

ーション」「ネットサービス融合ソ

リューション」「電子申告・申請対

応ソリューション」「セキュリティ

強化ソリューション」の５つのソリ

ューション（問題解決手法）が同シ

ステムには盛り込まれている。 
 
まず、「税理士事務所業

務ソリューション」では、

会計データの可視性、検索

性、運用性を徹底的に高め

たという。税理士事務所の

業務の大半は、会計データ

の入力、チェックに費やさ

れるからだ。会計データの

入力中に表示できる元帳、

仕訳帳、試算表などの財務

資料には、さまざまな条件

入力や表示設定をすること

ができる。これらの設定は

パターンとして登録もでき

るので、あらかじめ消費税

の課税区分など間違いやす

い仕訳パターンを登録して

おけば、定期的なデータチ

ェックにも便利だ。 
また、予算／実績管理や

資金管理のチェック項目を

パターン登録しておくこと

で、経営視点の会計データ

チェックもできる。 

会計事務所向け事務用品やコンピュータシステム

を開発する株式会社エッサムが、10 月１日より新シ

ステム「ｅ－ＰＡＰ（イーパップ）財務会計システ

ム」、および「ｅ－ＰＡＰ顧問先経理システム」４バ

ージョンの販売を開始する。 

同システムは、エッサムが提供する税務・税務システ

ムシリーズ「ｅ－ＰＡＰ」において「ｅ－ＰＡＰ支払調

書・年末調整システム」に続く最新ラインナップだ。新

設計の会計データチェックシステムをはじめ、豊富

なカスタマイズ機能や業界で初めて指静脈認証を採

用したセキュリティシステムなど注目点は多い。 
ここ数年の間に、税理士法の改正や会社法、個人

情報保護法、ＪＳＯＸ法の施行、国税・地方税の電

子申告の開始と普及など、税理士事務所を取り巻く

環境は激変している。その中で、最新の財務会計シ

ステムがどう作られているのか注目したい。 

さらにメニューや操作画面、印字

帳票などが、顧問先ごとに自由にカ

スタマイズできるなど、税理士事務

所の業務の効率と精度を高める工夫

が詰め込まれている。 
 
 顧問先企業の自計化が進行する中

で、「顧問先企業連携ソリューショ

ン」も重要な視点だ。 
 
 
 
 
 
 エッサムは、同システムと同時に 

顧問先企業用「ｅ－ＰＡＰ

顧問先経理システム」を利

用する企業の規模や処理形

態に合わせ４バージョン発

売する。顧問先が税理士事

務所と同じメーカーのシス

テムを導入すれば、会計デ

ータのやり取りや顧問先へ

の操作指導が格段に容易に

なる。 
 また、顧問先が自分で市

販の会計ソフトな

どを導入した場合

でも、市販会計ソ

フトごとのデータ

取り込みメニュー

が用意されている

ので、「弥生」や 
「勘定奉行」などの主要

会計ソフトであれば、簡

単に「ｅ－ＰＡＰ財務会

計システム」に会計デー

タを取り込むことができ

る。取り込んだ会計デー

タは前述のパターンで一

括チェックすることによ

り、チェック作業を効率

化することが可能だ。 
 
「ネットサービス融合

ソリューション」は、エ

ッサムが提供するインタ

ーネット総合サービス

「ゆりかご倶楽部」と連

携して行われる。税理士

事務所にインターネット

ならではの利便性を提供

するものだ。各種届出書

を作成できる「届出フォ

ームサービス」で、いつ

でも最新のデジタルフォ

ームが 900 種類以上利用
できるほか、「データバッ

クアップ」「税務データベ

ース」などが、「ｅ－ＰＡ 

10月１日いよいよ販売開始。期待の新システムに迫る
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開発責任者に聞く 
株式会社エッサム 
常務取締役 システム開発本部長 金川 孝 

「ｅ－ＰＡＰ財務会計システム」を

開発するにあたって、まず考えたこと

は「税理士事務所に喜ばれるものを作

りたい」ということでした。税理士事

務所の財務・税務システムに求められ

るものは、単に決算書をはじめとした

財務資料や税務申告書を作成できる事

だけではありません。会

計、税務のプロである税

理士事務所ならではの業

務内容や運用方法があ

り、それらに沿ったシス

テムでなければ「使いに

くい」システムになって

しまいます。汎用のシス

テムでありながら、特注

のシステムと同様に一件

一件の事務所と向き合

い、ご要望を本質化して 
組み込むこと

が大事だと思

ったのです。

幸い、当社に 
は税理士事務所用システムの開発を始

めてから約４０年の間に頂いた「お客

様の声」がありました。数千件もの

「システム開発要望書」がそれです。

今回、まず行ったのが、そのご要望の

 
 

一件一件を確認することでした。 
また、今回、お客様である税理士事

務所の先生方からも、多くの積極的な

ご協力をいただきました。我々の「良

いものを作りたい」という熱意を汲み

取って頂けたのだと思います。 
そのお陰もあり、「ｅ－ＰＡＰ財務 

会計システム」は本当に

良いシステムに仕上がっ

たと思っています。特に

仕訳データ入力時に「で

きる事」が飛躍的に広が

り、会計データのハンド

リングが非常に良くなり

ました。その他にも、ご

覧頂きたい良い機能がた

くさんあります。 
 システムというものは

は、実際に見て、使って

いただくこと

で本当の良さ

が分かるもの

だと考えてお

ります。 
是非、できるだけ多くの税理士事務

所の皆様にこのシステムをご覧いただ

き、触っていただき、ご評価いただき

たいと存じます。 
 

おり、電子申告に必要なＸＢＲＬ形

式の決算書が変換無しに作成でき

る。さらに、前述の「ゆりかご倶楽

部」の「届出フォームサービス」

も、今秋より電子申請フォームに対

応する予定だ。 
 
最後の「セキュリティ強化ソリュ

ーション」では、業界で初めて指静 
脈認証を採用しているのが

注目だ。指静脈認証とは、 
指内部の静脈のパターン情

報を利用した生体認証方

式。銀行ＡＴＭなどでの採

用事例も多い認証方式だ。 
個人情報保護法やＪＳＯ

Ｘ法の施行に伴い、税理士

事務所もセキュリティに無

関心ではいられなくなって

きている。現にプライバシ

ーマークなどを取得する税

理士事務所は増えている。 
 指静脈認証は、日立ソフ

トの「静紋 Ｊ３００」を
利用して行う。 ログイン
ボタンを押した後、指を

「静紋Ｊ３００」に差し込

むだけなので、ものぐさな

人でも面倒くさがることは

ないだろう。 
 
このように、エッサムの「ｅ－Ｐ

ＡＰ財務会計システム」は、最新の

財務会計システムとして、さまざま

な可能性を備えていそうだ。 
 

業務効率UP、業務精度UP、仕事の価値UP、顧問先サービスUP、セキュリティUP

５つのＵＰで会計事務所を支援 
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大袈裟じゃなく、是非とも 
エッサムを見てもらいたい。 


